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はじめに

i

　グローバル化に象徴されるように，現在の社会は従来の枠のなかでの安定にとどま

ることが許されず，市場原理にさらされる自由競争の時代を迎えている。このことは

基本的には必要なことではあるが，厳しい現実を伴う。優勝劣敗という弱者に冷たい

社会。短期的な結果や数字にあらわれる成果の偏重。基礎的な理念よりも人目を引く

パフォーマンスの重視など─。

　これらは人間形成としての教育，とくに乳幼児を対象とする保育にとって，決して

望ましい環境ではない。教育者・保育者は，すべての価値の根源である１人ひとりの

人生を見通し，その時期にふさわしい援助をあたえる見識と実行力をもたなければな

らない。

　こうした観点から，本シリーズは，幼稚園教諭ならびに保育所保育士（一括して保

育者と呼ぶことにする）の養成機関で学生の教育にあたっている第一線の研究者が，

研究の成果と教育の経験にもとづいて書き下ろしたもので，養成校のテキストや資格

試験の参考書として配慮したものである。

　各章の著者はそれぞれ研究と教育の自由を活用し，個性豊かに叙述したので，その

記述に多少の軽重や重複が見られるかもしれない。無理な統一を敢えて避けたのは，

テキストを絶対のものとは考えないからである。教科書を教えるのではなく，教科書

で教える─といわれるように，あくまでもテキストは参考書である。担当教員は自

ら大切と思う点を詳細に重点的に講義し，それだけでは偏る恐れがあるので，他のと

ころもよく読んでおくようにと指示することができる。学生諸君も，読んでわからな

いところを教員に質問するなど，幅広く活用していただきたい。

　「幼稚園教育要領」と「保育所保育指針」は，近年いちじるしい深まりを見せてい

る保育学および周辺諸科学とともに多くの実践の成果を結集したものである。その趣

旨が十分に理解されてよりよい現実をもたらすにはさらに少なからぬ努力と時間を要

すると思われるが，本シリーズが，この重大な時期を迎えているわが国の保育・幼児

教育の世界と保育者養成のために，ささやかな貢献ができれば，これに過ぎる喜びは

ない。

初版 監修者・編著者代表　岸井勇雄
　無藤　隆

柴崎正行



ii

改訂にあたって

　乳幼児期は人格形成の基礎となり，生涯にわたる学びの基礎づくりとして重要な時

期である。その時期をどのように過ごすかは，１人ひとりの子どもたちに大きな影響

を及ぼすことになる。

　国際化，少子高齢化，情報化がすすむ中で，新しい時代の教育について検討され，

教育基本法，学校教育法の改正が行われ，2008（平成 20）年３月 28 日に「幼稚園教

育要領」が改訂され，告示された。ほぼ 10 年ぶりの改訂である。

　今回の改善は，21 世紀を生きる子どもたちの教育の充実をはかるために，子ども

たちの変化や社会の変化に対応し，発達や学びの連続性を考慮した教育のあり方，幼

稚園での生活と家庭などでの生活の連続性を踏まえた教育のあり方，子育て支援や教

育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動の内容や意義の明確化などを基本方

針として行われた。

　一方，「保育所保育指針」も，児童福祉施設最低基準の規定に基づき，社会の変化，

子どもたちの変化，保育所への期待や実際の状況などを踏まえて検討され，保育所の

機能の質や向上を目指して改善され，「幼稚園教育要領」と同日に告示された。

　本書は，幼児期の教育，保育の実施について，保育内容を中心に構成し，基礎的理

解から具体的な指導までが学べるよう，理論と実践を融合させて論を展開している。

　さらに，今回のさまざまな改正を踏まえ，今後の教育，保育のあり方について検討

し，各章の内容についての改訂を行った。

　本書の執筆には，乳幼児期の保育研究の第一線の専門家があたっており，養成校の

学生のテキストとして活用することを意識し，優れた保育者を養成することを願って

作成したものである。また，現職の保育者が今回の改正を具体化するために，改めて

保育を見直す手掛かりとして，本書を活用していただけるよう，配慮している。

　真に子どもたちのための保育が行われるために，本書を幅広く活用していただきた

い。

2009 年３月　

編者　塩　美佐枝
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第四版改訂にあたって

　今，日本社会は，急激な人口減少，少子高齢化の進行，労働力の不足などの社会

問題が深刻化しています。このような現状を踏まえて，経済発展と社会的課題の

解決を両立する人間中心の社会を目指して，内閣府は，日本の近未来の姿として

「Society 5.0」社会の構築を提唱しました。それは，今までにない価値を生み出し，

さまざまな課題や困難を克服して希望のもてる社会，世代を超えて互いに尊重しあ

える社会，一人ひとりが快適で活躍できる社会，それらを目指して社会の変革を進

めようとするものです。

　このような社会を構築するために，知識の獲得にとどまらず，自ら課題を発見し，

解決する力や創意，工夫して新たな価値を生み出すことができる人材の育成が求めら

れています。

　この変革の流れの中で，幼児を取り巻く環境も急激に変化し，幼児期の生活に影響

をおよぼしています。夜型の生活リズム，室内中心の生活，体験の不足，長時間の集

団生活，育児不安の増大，虐待の増加などが懸念されています。人格形成の基礎とな

る幼児期の教育はどうあるべきか，どのような生活が未来を創る子どもたちに必要か

について，さまざまな視点から検討されてきました。

　本改訂は，今回の「幼稚園教育要領」，「保育所保育指針」，「幼保連携型認定こども

園教育・保育要領」の改訂をふまえて，執筆者に検討を加えていただきました。学生

が，主体的に，アクティブに学習を深める手がかりとして，本書を活用していただき

たいと思います。

　本書が，幼児教育・保育の充実に貢献し，保育者養成に役立つことができれば幸い

です。

2019 年３月　

編者　塩　美佐枝
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